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振り
込め詐欺などに
用心を

諫
早
市
議
会
議
員
選
挙〜

昨
年
十
二
月
に
「
長
期
優
良

住
宅
普
及
促
進
法
（
条
文
修

正
）」
が
国
会
で
成
立
し
た
こ

と
を
受
け
て
、
全
建
総
連
で
は

一
月
に
補
助
事
業
の
十
億
二
、

五
二
六
万
円
の
緊
急
説
明
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

全
国
に
建
設
職
人
支
援
セ
ン

タ
ー
を
設
置
し
、「
長
期
優
良

住
宅
等
推
進
事
業
の
技
術
基
盤

強
化
事
業
」
に
取
り
組
む
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。

建
設
長
崎
で
は
二
月
三
日
の

第
四
回
本
部
執
行
委
員
会
で
事

業
内
容
等
を
検
討
し
、
今
回
は

緊
急
な
取
り
組
み
と
な
っ
た
た

め
長
崎
市
内
支
部
で
実
施
す
る

こ
と
と
し
ま
し
た
。

事
業
内
容
は
、
主
に
①
既
存

住
宅
の
現
状
調
査
と
②
住
宅
訪

問
調
査
で
、
二
月
十
五
日
か
ら

三
月
四
日
ま
で
行
い
ま
し
た
。

既
存
住
宅
の
現
状
調
査
は
、

町
内
の
築
年
数
十
五
年
以
上

（
鉄
筋
は
二
十
年
以
上
）
経
過

し
た
住
宅
を
調
べ
て
地
図
に
印

を
つ
け
、
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施

し
、
長
崎
市
内
七
町
、
八
四
二

件
調
査
を
し
ま
し
た
。

住
宅
訪
問
調
査
で
は
、
二
人

が
一
組
と
な
っ
て
一
日
二
件
の

無
料
住
宅
点
検
を
実
施
。
全
体

で
五
八
件
の
無
料
点
検
を
行
い

ま
し
た
。

調
査
で
は
十
五
年
以
上
経
過

し
た
家
が
多
く
、
定
期
的
な
メ

ン
テ
ナ
ン
ス
や
改
修
等
長
期
優

良
住
宅
に
向
け
て
の
普
及
啓
蒙

が
必
要
で
あ
る
と
い
う
結
果
で

し
た
。

緊
急
な
取
り
組
み
の
中
、
既

存
住
宅
の
現
状
調
査
に
二
八
名
、

住
宅
訪
問
調
査
に
五
六
名
の
組

合
員
が
参
加
を
し
、
住
宅
の
無

料
点
検
で
は
家
主
か
ら
の
感
謝

の
声
や
要
望
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

建
設
長
崎
で
は
、
総
額
約
一

九
〇
万
円
の
満
額
交
付
を
受
け

ま
し
た
。

今
後
、
同
事
業
が
継
続
さ
れ

れ
ば
、
大
き
な
仕
事
確
保
の
弾

み
に
な
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

従
来
は
一
日
の
行
動
で
し
た

が
今
年
は
、
週
間
行
動
と
し
て

四
月
二
十
日
�
〜
四
月
二
十
六

日
�
の
取
り
組
み
と
し
ま
し
た
。

本
来
、
お
得
意
先
回
り
は
常

日
頃
心
が
け
て
実
施
さ
れ
て
い

る
こ
と
で
し
ょ
う
が
、
春
期
の

統
一
行
動
と
し
て
組
ん
で
み
ま

し
た
。

時
期
的
な
も
の
も
あ
り
ま
す

の
で
、
常
時
、
各
支
部
事
務
所

に
は
チ
ラ
シ
、
テ
ィ
ッ
シ
ュ
、

点
検
カ
ー
ド
等
を
備
え
て
お
り

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
活
用
い
た

だ
き
、
仕
事
確
保
に
つ
な
げ
て

い
た
だ
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま

す
。

ご
支
援
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

田
添
政
継
氏
が
当
選

任
期
満
了
に
伴
う
諫
早
市
議
選
（
定
数
三
四
）
は
四
月

五
日
投
開
票
さ
れ
ま
し
た
。

現
職
二
六
人
、
新
人
一
四
人
の
四
〇
名
が
立
候
補
し
、

少
数
激
戦
の
熾
烈
な
闘
い
の
結
果
、
組
合
が
推
薦
し
た

田
添
政
継
氏
が
当
選
。（
三
三
位
、
一
四
五
二
票
）

同
推
薦
の
森
多
久
男
氏
は
残
念
な
が
ら
後
一
歩
及
び
ま

せ
ん
で
し
た
。

皆
様
の
ご
支
援
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

定
額
給
付
金
の
支
給
が
始
ま

る
な
か
、
振
り
込
め
詐
欺
や
、

個
人
情
報
の
不
正
入
手
と
思
わ

れ
る
相
談
が
消
費
者
セ
ン
タ
ー

な
ど
に
寄
せ
ら
れ
て
い
る
た
め
、

関
係
機
関
が
注
意
を
呼
び
か
け

て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
に
確
認
さ
れ
て
い

る
手
口
は
、
▼
「
給
付
金
手
続

き
が
終
わ
っ
て
い
な
い
」
と
電

話
が
あ
り
、
携
帯
電
話
を
持
っ

て
Ａ
Ｔ
Ｍ
（
現
金
自
動
預
払

機
）
に
行
く
よ
う
に
指
示
さ
れ

た
▼
「
手
続
き
の
た
め
の
口
座

番
号
を
教
え
て
ほ
し
い
」
と
電

話
が
あ
っ
た
▼
「
給
付
金
の
は

が
き
が
届
い
て
い
な
け
れ
ば
フ

リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
に
電
話
し
て
」

と
電
話
で
言
わ
れ
た
な
ど
。
い

ず
れ
も
「
市
役
所
職
員
」
と
名

乗
る
人
物
か
ら
、
と
い
う
の
が

特
徴
で
す
。

給
付
金
で
、
市
区
町
村
が
�

Ａ
Ｔ
Ｍ
操
作
を
指
示
す
る
こ
と

は
な
い
�
手
数
料
を
要
求
す
る

こ
と
は
な
い
�
個
人
情
報
を
電

話
で
聞
く
こ
と
は
な
い
│
│
を

家
族
で
徹
底
し
ま
し
ょ
う
。
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春春
期期
おお
得得
意意
先先
回回
りり

地
域
に
密
着
し
た
人
間
関
係
と
技
術
・
技
能
を
最
大
限
に
発
揮
し

て
、本
年
も
仕
事
確
保
に
結
び
付
け
る
お
得
意
先
回
り
を
行
い
ま
し

た
。

く
ら
し
の

〈定額給付金〉

熱熱心心にに取取りり組組んんだだ長長期期優優良良住住宅宅事事業業
国国のの補補助助事事業業でで住住宅宅のの無無料料点点検検・・アアンンケケーートト等等をを実実施施

長長
期期
優優
良良
住住
宅宅（（
二二
〇〇
〇〇
年年
住住
宅宅
））のの

普普
及及
にに
向向
けけ
てて
新新
年年
度度
にに
期期
待待
��

豆豆豆
知
識
知知
識識

と き 平成２１年５月１７日�
ところ 長崎地域職業訓練センター

（西彼時津町八工区内）
4

点検シートで確認

プロの確かな目で診断
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彼
支
部�

佐
世
保
東
支
部�

佐
世
保
中
央
支
部�

大
浦
支
部�

島
原
支
部�

平
戸
支
部�

佐
世
保
北
支
部�

市
南
支
部�

中
央
支
部�

東
長
崎
支
部�

浦
上
東
支
部�

諫
早
支
部�

浦
上
西
支
部�

北
松
支
部�

大
村
支
部�

優勝 大村支部�

１．現行賃金について

２．目標賃金について

３．実施時期について

と
て
も
暑
い
一
日
と
な
っ
た

四
月
十
二
日
�
、
琴
海
北
部
グ

ラ
ン
ド
に
お
い
て
、
各
支
部
対

抗
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
を
挙
行
。

開
会
式
で
は
相
川
委
員
長
の

「
各
支
部
と
も
ケ
ガ
の
な
い
よ

う
充
分
注
意
し
、
優
勝
目
指
し

て
、
プ
レ
ー
し
て
下
さ
い
。」

と
の
あ
い
さ
つ
。
続
い
て
、
昨

年
優
勝
し
た
大
村
支
部
よ
り
優

勝
旗
が
返
還
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
三
コ
ー
ト
に
分
か

れ
て
、
試
合
開
始
。

そ
れ
ぞ
れ
の
応
援
席
か
ら
の

声
援
を
受
け
、
各
チ
ー
ム
と
も

勝
利
を
目
指
し
熱
い
戦
い
が
繰

り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

今
年
は
、
一
回
戦
で
優
勝
候

補
の
一
角
と
見
ら
れ
て
い
た
西

彼
支
部
が
敗
退
す
る
波
乱
の
幕

開
け
と
な
り
ま
し
た
が
、
各
支

部
と
も
、
非
常
に
強
く
、
ど
こ

の
支
部
が
優
勝
し
て
も
お
か
し

く
な
い
展
開
と
な
り
ま
し
た
。

試
合
は
進
み
決
勝
戦
。
対
戦

カ
ー
ド
は
、
七
連
覇
を
目
指
す

大
村
支
部
と
、
佐
世
保
東
支
部

で
す
。

互
い
に
負
け
ら
れ
な
い
一
戦

と
い
う
こ
と
で
、
先
日
行
わ
れ

た
Ｗ
Ｂ
Ｃ
の
「
日
本
」
対
「
韓

国
」、
高
校
野
球
の
「
清
峰
」

対
「
花
巻
東
」
の
試
合
を
彷
彿

と
さ
せ
る
決
勝
戦
に
相
応
し
い

レ
ベ
ル
の
高
い
試
合
と
な
り
ま

し
た
。

終
盤
に
優
勝
候
補
の
最
有
力
、

大
村
支
部
が
底
力
を
見
せ
逆
転

し
、
四
対
三
の
一
点
差
で
佐
世

保
東
支
部
を
降
し
、
見
事
、
七

連
覇
を
達
成
、
優
勝
旗
を
手
に

し
ま
し
た
。

平成２１年度の

賃金改定内容
平成２１年度の賃金改定にあたり、２月３日に開催
した第４回本部執行委員会でタタキ台を提案し、
各支部賃金拡大委員会（２月６日～１８日迄）を開
催し、各支部の意向を３月２６日の第５回本部執行
委員会で決定した内容です。

支部の意向として、就労日数の減少から現在の賃金が

生活していくための最低の賃金として、金額を明示す

る支部もありました。しかし、多くの支部では事業所

や現場によって現行賃金に違いがあり、可能な限り引

き上げに努力するとした支部が多く、現行賃金につい

ては『就労日数の確保を図るとともに、可能な限り引

き上げに努力する』こととします。

現行賃金との格差が懸念されながらも、現在の設計労

務単価が生活をしていくための最低賃金まで下がって

いることから、公共工事の設計労務単価を引き上げる

ためにも、『設計労務単価の回復と安定した生活を確

保するために、目標賃金は２４，０００円とします』

平成２１年４月１日より

尚、県への要請行動、総決起集会、ポスター、チラシ、

ティッシュ、街宣活動等を今後具体的に展開していき

ます。行動内容は次号でお知らせします。

平
成
十
九
年
四
月
の
県
議

会
議
員
選
挙
で
組
合
員
家
族

の
皆
様
、
そ
し
て
お
知
り
合

い
の
方
々
の
ご
支
援
に
よ
り

初
当
選
を
果
た
し
て
約
二
年

が
経
過
し
ま
し
た
。

そ
こ
で
こ
れ
ま
で
の
県
議

と
し
て
の
取
り
組
み
、
ま
た

県
政
に
つ
い
て
の
報
告
を
、

二
月
十
三
日
の
市
南
支
部
で

の
開
催
を
皮
切
り
に
、
各
支

部
で
開
催
し
て
い
ま
す
。

報
告
会
の
中
で
は
、
参
加

さ
れ
た
方
か
ら
質
疑
も
受
け
、

非
常
に
有
意
義
な
報
告
会
と

な
っ
て
い
ま
す
。

長
崎
市
内
支
部
を
中
心
に

開
催
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
今

後
、
県
央
、
県
北
地
区
で
の

開
催
予
定
も
あ
り
ま
す
。

是
非
こ
の
機
会
に
、
新
聞

や
テ
レ
ビ
を
通
し
て
で
は
な

い
、
生
の
県
議
の
声
を
聴
き

に
来
て
下
さ
い
。

「
建
設
業
者
」（
建
設
業
許

可
事
業
者
）
お
よ
び
「
宅
地

建
物
取
引
業
者
」
は
「
住
宅

品
質
確
保
促
進
法
」
に
基
づ

く
十
年
間
の
瑕
疵
担
保
責
任

を
果
た
す
た
め
に
必
要
な
資

力
を
確
保
す
る
事
が
「
住
宅

瑕
疵
担
保
履
行
法
」
に
よ
り

義
務
付
け
さ
れ
ま
し
た
。

対
象
は
本
年
十
月
一
日
以

降
に
引
き
渡
さ
れ
る
新
築
住

宅
で
す
が
、
保
険
に
よ
り
資

力
を
確
保
す
る
場
合
は
、
現

場
検
査
が
必
要
と
な
り
ま
す

の
で
、
着
工
前
の
保
険
加
入

が
必
要
と
な
り
ま
す
。

昨
年
七
月
に
開
催
さ
れ
た
建

設
長
崎
第
六
三
回
定
期
大
会
に

お
い
て
七
〇
歳
以
上
の
組
合
員

を
対
象
に
「
建
設
長
崎
シ
ニ
ア

友
の
会
」
を
発
足
す
る
こ
と
を

提
案
承
認
い
た
だ
き
、
準
備
に

入
っ
て
い
ま
す
。

豊
富
な
経
験
と
実
績
を
持
つ

先
輩
組
合
員
の
皆
さ
ん
の
知
恵

と
力
が
こ
れ
か
ら
の
組
合
活
動

に
必
要
で
す
。
い
つ
ま
で
も
お

元
気
で
趣
味
の
会
や
、
組
合
活

動
に
参
加
し
て
い
た
だ
け
れ
ば

と
の
思
い
で
会
を
発
足
し
て
い

き
ま
す
。

七
〇
歳
以
上
の
対
象
者
四
五

八
名
の
方
に
趣
意
書
、
入
会
申

込
書
、
ア
ン
ケ
ー
ト
を
発
送
し
、

返
送
い
た
だ
き
ま
し
た
。

そ
の
集
約
結
果
は
、

�
ア
ン
ケ
ー
ト
数

五
四
名

�
入
会
申
込
書

五
二
名

�
ア
ン
ケ
ー
ト
内
容

入
会
し
て
貴
方
が
や
り
た
い

こ
と
は
？
に
対
し
て
、
回
答
が

多
か
っ
た
順
で
、

�
旅
行
会
、
�
健
康
教
室
、
�

忘
・
新
年
会
、
�
ハ
イ
キ
ン
グ
、

�
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
�
木
工
教

室
、
�
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
、
�

囲
碁
将
棋
、
他
演
芸
会
、
カ
ラ

オ
ケ
、
句
会
、
ゴ
ル
フ
、
温
泉

等
で
し
た
。

今
後
、
こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を

基
本
に
準
備
会
で
協
議
し
、
シ

ニ
ア
の
会
を
発
足
し
て
い
き
ま

す
。 現

在
、
新
築
住
宅
を
手
掛
け

て
い
て
、
九
月
中
に
完
成
引
き

渡
し
予
定
で
、「
瑕
疵
担
保
履

行
法
」
の
対
象
に
な
ら
な
い
工

事
で
も
、
工
期
の
遅
れ
等
に
よ

り
、
引
き
渡
し
日
が
十
月
以
降

に
ず
れ
込
ん
だ
場
合
、「
瑕
疵

担
保
責
任
」
の
対
象
と
な
り
、

保
険
申
請
を
し
て
い
な
か
っ
た

場
合
は
、
保
証
金
の
供
託
を
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。（
工

事
着
工
後
の
保
険
加
入
は
で
き

ま
せ
ん
）

《
保
証
金
額
》

一
般
的
な
戸
建
て
住
宅
の
場
合

（
床
面
積
一
二
〇
�
）

●
供
託

約
二
〇
〇
〇
万
円

●
保
険

約
六
万
〜
八
万
円

金子県議
県政報告会

建
設
長
崎
「
シ
ニ
ア
友
の
会
」
発
足
へ

７０
歳
以
上
の
組
合
員
の
仲
間
の
集
ま
り

〜
い
つ
ま
で
も
元
気
で
組
合
活
動
を
〜

� � �

※対象となる場合は、事前に保険申請をしない
と、保険加入できません。

特特特特特特特特特特特特特特特特特特特
定定定定定定定定定定定定定定定定定定定
住住住住住住住住住住住住住住住住住住住
宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅
瑕瑕瑕瑕瑕瑕瑕瑕瑕瑕瑕瑕瑕瑕瑕瑕瑕瑕瑕
疵疵疵疵疵疵疵疵疵疵疵疵疵疵疵疵疵疵疵
担担担担担担担担担担担担担担担担担担担
保保保保保保保保保保保保保保保保保保保
責責責責責責責責責責責責責責責責責責責
任任任任任任任任任任任任任任任任任任任
ののののののののののののののののののの
履履履履履履履履履履履履履履履履履履履
行行行行行行行行行行行行行行行行行行行
ののののののののののののののののののの
確確確確確確確確確確確確確確確確確確確
保保保保保保保保保保保保保保保保保保保
等等等等等等等等等等等等等等等等等等等
ににににににににににににににににににに
関関関関関関関関関関関関関関関関関関関
すすすすすすすすすすすすすすすすすすす
るるるるるるるるるるるるるるるるるるる
法法法法法法法法法法法法法法法法法法法
律律律律律律律律律律律律律律律律律律律

◎
今
年
十
月
か
ら
新
築
住
宅
へ
の
住
宅
瑕
疵
担
保
履
行
法
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

建設長崎各支部対抗ソフトボール大会組合表
２００９．４．１２（１試合５０分）

大
村
支
部
が
七
連
覇

準
優
勝
は
佐
世
保
東
支
部

建

設

長

崎

各
支
部
対
抗

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対象象象象象象象象象象象象象象象象象象象象象とととととととととととととととととととととなななななななななななななななななななななるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるる業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者ははははははははははははははははははははは着着着着着着着着着着着着着着着着着着着着着工工工工工工工工工工工工工工工工工工工工工前前前前前前前前前前前前前前前前前前前前前ののののののののののののののののののののの
保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請ををををををををををををををををををををを忘忘忘忘忘忘忘忘忘忘忘忘忘忘忘忘忘忘忘忘忘れれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれずずずずずずずずずずずずずずずずずずずずずににににににににににににににににににににに���������������������

優勝 大村支部

準優勝 佐世保東支部

（１９７４年５月３０日 第３種郵便物認可） 第５２６号 ２�建 設 長 崎毎月１回１５日発行 ２００９年（平成２１年）４月１５日発行
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利用料金の割引

利用料金の補助

利用方法

�����������
����

����������������

被
保
険
者
証
の
有
効
期
限

が
平
成
二
十
一
年
三
月
三
十

一
日
ま
で
の
た
め
、
組
合
で

は
同
年
三
月
に
被
保
険
者
証

の
更
新
を
組
合
各
支
部
ご
と

に
実
施
し
ま
し
た
。

つ
き
ま
し
て
は
、
未
だ
被

保
険
者
証
の
更
新
を
お
済
み

で
な
い
方
（
短
期
被
保
険
者

証
の
方
は
別
途
更
新
）
は
、

四
月
一
日
以
降
は
今
お
持
ち

の
被
保
険
者
証
は
使
用
で
き

ま
せ
ん
の
で
お
早
め
に
更
新

を
受
け
ら
れ
ま
す
よ
う
お
願

い
致
し
ま
す
。

ま
た
、
保
険
料
等
に
未
納

が
あ
る
方
に
つ
き
ま
し
て
は
、

更
新
当
月
分
ま
で
の
保
険
料

等
を
納
入
の
上
、
更
新
を
受

け
ら
れ
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く

お
願
い
致
し
ま
す
。

尚
、
法
人
事
業
所
の
事
業

主
（
組
合
員
）
の
方
で
、
長

建
国
保
に
継
続
加
入
す
る
た

め
に
必
要
な
健
康
保
険
適
用

除
外
の
承
認
申
請
（
社
会
保

険
事
務
所
）
を
お
済
み
で
な

い
場
合
は
早
急
に
組
合
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

書
類
提
出
は
お
早
め
に

三
月
更
新
の
際
、
一
部
該

当
さ
れ
る
皆
様
に
は
、
無
職

証
明
書
、
又
は
収
入
金
額
に

関
す
る
証
明
書
、
学
生
証
写

し
等
の
書
類
の
提
出
を
お
願

い
し
て
お
り
ま
す
。
資
格
認

定
に
必
要
な
証
明
書
類
で
す

の
で
、
お
早
め
に
組
合
へ
提

出
（
郵
送
可
）
下
さ
る
よ
う

お
願
い
致
し
ま
す
。

皆
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
。
長

か
っ
た
県
議
会
も
三
月
十
八

日
で
終
わ
り
ま
し
た
。

県
内
の
学
校
で
は
、
卒
業

式
が
行
わ
れ
、
そ
の
後
に
希

望
に
胸
を
膨
ら
ま
せ
た
ピ
カ

ピ
カ
の
一
年
生
を
迎
え
る
入

学
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
わ

た
し
が
お
邪
魔
し
た
小
学
校

は
、
新
入
生
が
二
ク
ラ
ス
で

合
計
四
七
名
で
し
た
。

毎
年
こ
の
時
期
に
な
る
と

思
う
の
で
す
が
、
わ
た
し
が

入
学
し
た
と
き
は
一
ク
ラ
ス

が
五
五
名
の
八
ク
ラ
ス
、
一

学
年
で
四
〇
〇
名
を
越
え
る

生
徒
で
あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
。

昭
和
二
十
二
年
生
ま
れ
の
団

塊
の
世
代
の
語
り
種
と
な
っ

て
い
ま
す
。

四
月
九
日
に
県
議
会
県
庁

舎
整
備
特
別
委
員
会
が
開
催

さ
れ
、
県
庁
舎
を
建
設
す
る

場
合
の
建
設
地
を
長
崎
魚
市

跡
地
と
す
る
こ
と
が
決
定
さ

れ
ま
し
た
。
今
後
基
本
構
想

の
策
定
に
向
け
て
、
議
論
が

本
格
化
し
て
い
き
ま
す
。
県

庁
舎
の
建
設
が
県
内
の
景
気

浮
揚
に
結
び
付
く
よ
う
に
、

十
分
に
論
議
を
尽
く
し
て
行

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

介
護
保
険
制
度
の
一
部
改

正
が
四
月
よ
り
行
わ
れ
ま
し

た
。
介
護
報
酬
を
三
％
増
額

す
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
し

か
し
、
そ
の
実
態
は
、
今
一

番
必
要
と
さ
れ
て
い
る
現
場

で
働
く
ヘ
ル
パ
ー
さ
ん
や
介

護
福
祉
士
さ
ん
の
待
遇
改
善

に
回
ら
な
い
実
態
が
明
ら
か

に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
こ

と
を
繕
う
よ
う
に
厚
生
労
働

省
は
四
月
七
日
に
、
介
護
職

員
の
賃
金
を
十
月
か
ら
一
人

（
常
勤
換
算
）
当
た
り
月
額

一
万
五
千
円
引
き
上
げ
る
、

と
の
方
針
を
固
め
ま
し
た
。

せ
っ
か
く
の
待
遇
改
善
策

が
、
介
護
保
険
料
の
引
き
上

げ
に
直
結
し
な
い
よ
う
に
十

分
に
見
守
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。

指定温泉と契約し、規定料金よりも安い料金で
利用できます。
※割引ができない温泉施設もありますのでご注
意下さい。

指定温泉利用補助券（以下「補助券」という。）
により、割引料金より更に安い料金で利用できま
す。
※大人料金にのみ補助が受けられます。

�割引を受ける場合
長建国保の被保険者証、または建設長崎の会
員証（メンバーズカード）を指定温泉の受付に
提示して下さい。
�補助を受ける場合
建設長崎の支部事務所にて補助券の交付を受
け、被保険者証番号（長けん）、組合員氏名を
記入の上、指定温泉の受付に提出して下さい。
補助券の交付は組合員一世帯あたり１５枚を限
度とします。
長建国保未加入の建設長崎組合員の方には、
「優待券」として補助券を組合員一人あたり６
枚を限度として交付します。
�利用期間
平成２２年３月３１日迄

�補助券を他人に譲渡したり、不正に利用した場
合は、交付済の補助券は返還していただきます。
また、「氏名」欄には、組合員氏名をフルネー
ムにて記入して下さい。
�期限切れの補助券は使用できませんので組合支
部事務所まで返却して下さい。
※「イオス」につきましては、全館リニューアル
され本年４月５日より「稲佐山温泉ホテルアマ
ンディ」としてグランドオープンします。

長建国保では、組合員及び家族の健康の保持増進を図るため
「指定温泉利用料金の割引及び補助制度」を実施しています。
ぜひご利用ください。

労労労労労労労労労労労労労労労労働働働働働働働働働働働働働働働働者者者者者者者者者者者者者者者者をををををををををををををををを一一一一一一一一一一一一一一一一人人人人人人人人人人人人人人人人ででででででででででででででででもももももももももももももももも雇雇雇雇雇雇雇雇雇雇雇雇雇雇雇雇っっっっっっっっっっっっっっっってててててててててててててててていいいいいいいいいいいいいいいいるるるるるるるるるるるるるるるる
事事事事事事事事事事事事事事事事業業業業業業業業業業業業業業業業主主主主主主主主主主主主主主主主はははははははははははははははは労労労労労労労労労労労労労労労労災災災災災災災災災災災災災災災災保保保保保保保保保保保保保保保保険険険険険険険険険険険険険険険険にににににににににににににににに必必必必必必必必必必必必必必必必ずずずずずずずずずずずずずずずず加加加加加加加加加加加加加加加加入入入入入入入入入入入入入入入入をををををををををををををををを����������������

２１年度より労働保険の更新時期が変更したことを受け、労働保険事
務組合では５月中旬より年次更新受付を各支部毎に行います。労災保
険加入者は指定された日に更新の手続きを必ず済ませて下さい。
労災保険料の計算

《建設事業》
元請工事額×２１／１００（労務比率）×１３／１，０００（保険料率）＝保険料《建設事業》
元請工事額×２４／１００（労務比率）×１９／１，０００（保険料率）＝保険料《その他の建設事業》
《製造業》
年間の賃金×７．５／１，０００＝保険料（表具・畳）
年間の賃金×４．５／１，０００＝保険料（事務員）

一人親方労災の保険料

基本日額×３６５×１９／１，０００＝保険料 ※７，０００円の場合、保険料４８，５４５円

�
労
働
保
険
に
は
必
ず

加
入
し
ま
し
ょ
う

労
働
保
険
は
、
政
府
が
管
理

運
営
し
て
い
る
強
制
的
な
保
険

で
す
。
原
則
と
し
て
労
働
者
を

一
人
で
も
雇
っ
て
い
れ
ば
事
業

主
は
、
労
働
保
険
に
加
入
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

�
労
災
保
険
と
は

労
働
者
が
業
務
上
又
は
通
勤

に
よ
っ
て
負
傷
し
た
り
、
病
気

に
な
っ
た
り
、
不
幸
に
も
死
亡

し
た
場
合
に
被
災
労
働
者
や
遺

族
に
給
付
さ
れ
る
保
険
で
、
療

養
補
償
給
付
・
休
業
補
償
給
付
、

傷
害
補
償
給
付
、
遺
族
補
償
給

付
等
が
あ
り
ま
す
。

�
未
適
用
事
業
主
に
対
す

る
費
用
徴
収
が
強
化

労
働
者
を
雇
用
し
て
一
年
を

経
過
し
て
も
な
お
加
入
手
続
き

を
行
わ
ず
、
万
が
一
事
故
が
発

生
し
た
場
合
、
保
険
給
付
の
四

〇
％
を
徴
収
さ
れ
ま
す
。
さ
ら

に
、
行
政
機
関
か
ら
指
導
等
を

受
け
た
に
も
関
わ
ら
ず
手
続
き

を
行
わ
な
い
期
間
中
に
事
故
が

発
生
し
た
場
合
に
は
、
保
険
給

付
の
全
額
を
徴
収
さ
れ
ま
す
。

�
特
別
加
入（
一
人
親
方
）

労
災
保
険
は
労
働
者
の
保
険

で
、
事
業
主
に
つ
い
て
は
補
償

さ
れ
ま
せ
ん
。
事
業
主
が
労
働

者
と
一
緒
に
現
場
で
働
く
場
合

は
、
特
別
加
入
に
入
ら
な
い
と

補
償
さ
れ
ま
せ
ん
の
で
注
意
下

さ
い
。

ま
た
、
普
段
は
一
人
で
仕
事

を
し
て
い
て
忙
し
い
時
だ
け
応

援
（
目
安
一
年
間
一
〇
〇
日
未

満
）
を
頼
む
方
は
、
一
人
親
方

労
災
へ
の
加
入
が
必
要
と
な
り

ま
す
。

※
業
務
上
の
災
害
で
は
健
康
保
険
は
適

用
で
き
ま
せ
ん
。
上
記
、
内
容
等
で

現
場
で
働
く
場
合
は
必
ず
労
災
保
険

へ
加
入
し
ま
し
ょ
う
。

県
議
会
だ
よ
り

２０

◎長建国保指定温泉利用料金表（消費税・入湯税込みの金額） ２００９年４月１日

所在地・電話番号

西彼杵郡長与町
岡郷２７６２‐１
０９５‐８８７‐４１２６

長崎市野母町
６９２‐１

０９５‐８９３‐１１３３

雲仙市小浜町
雲仙３２０

０９５７‐７３‐３１３１

佐世保市谷郷町
５‐３２

０９５６‐２３‐６１７１

平戸市川内町５５
０９５０‐２３‐２１１１

大村市森園町
６６３‐３

０９５７‐５０‐１１２６

西彼杵郡長与町
高田郷２８４
０９５‐８５６‐２６３１

西彼杵郡長与町
高田郷２２８９‐２
０９５‐８５６‐２６１７

長崎市曙町３９‐３８
０９５‐８６２‐５５５５

利用者負担
（自己負担）

９００円

７００円

３００円

１００円

２００円

４００円

４００円

６００円

４００円

２００円

３００円

３００円

２５０円

３００円

２００円

２００円

３００円

１５０円

２００円

３００円

無料

４５０円

３５０円

補助券の額
（温泉券利用）

３００円

‐

‐

３００円

‐

３００円

‐

３００円

‐

‐

３００円

‐

３００円

‐

‐

３００円

‐

‐

３００円

‐

‐

３００円

‐

割引後の料金
（メンバーズカード）

１，２００円

７００円

割引なし

割引なし

割引なし

７００円

４００円

９００円

割引なし

割引なし

６００円

３００円

５５０円

割引なし

割引なし

割引なし

割引なし

割引なし

５００円

割引なし

‐

７５０円

３５０円

規定料金

１，８００円

９００円

３００円

４００円

２００円

８００円

５００円

１，０００円

４００円

２００円

８００円

４００円

６５０円

３００円

２００円

５００円

３００円

１５０円

６５０円

３００円

無料

８００円

４００円

利用区分

大人（中学生以上）

小人（小学生）

幼児（３歳以上）

大人（中学生以上）

小人（４歳以上小学生以下）

大人（中学生以上）

小人（４歳以上小学生以下）

大人（中学生以上）

小人（小学生以上）

幼児（４歳以上）

大人（中学生以上）

小人（小学生）

大人（中学生以上）

小人（小学生以上）

幼児（３歳まで無料）

大人（中学生以上）

中人（小学生）

幼児（６歳以下）

大人（中学生以上）

小人（小学生以下）

幼児（３歳まで無料）

大人（中学生以上）

小人（３歳以上小学生以下）

指定温泉名称

長崎温泉
喜道庵

海の健康村
陽の岬温泉

雲仙 スパハウス

万松楼
弁天の湯

千里ヶ浜温泉
ホテル蘭風

サンスパおおむら
ゆの華

道の尾温泉

ゆりの温泉

稲佐山温泉
アマンディ
（旧イオス）

保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険証証証証証証証証証証証証証証証証証証証証証証証証証証証証証証証証証証証証証証証証証証証証証証証証証証のののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののの切切切切切切切切切切切切切切切切切切切切切切切切切切切切切切切切切切切切切切切切切切切切切切切切切切替替替替替替替替替替替替替替替替替替替替替替替替替替替替替替替替替替替替替替替替替替替替替替替替替替はははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははは
おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお済済済済済済済済済済済済済済済済済済済済済済済済済済済済済済済済済済済済済済済済済済済済済済済済済済みみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみでででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででですすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかか？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？

※「稲佐山温泉アマンディ（旧イオス）」は、４月５日グランドオープンです。

長
崎
県
議
会
議
員

金
子
三
智
郎

最近の県政報告をする金子県議

毎月１回１５日発行 ２００９年（平成２１年）４月１５日発行建 設 長 崎第５２６号 （１９７４年５月３０日 第３種郵便物認可）３�



中
央
支
部

中
央
支
部

中
央
支
部

佐
世
保
建
設
技
術
専
門
学
院
の
修
了

式
が
、
三
月
十
八
日
�
に
県
北
総
合
会

館
で
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
回
の
修
了
生
は
四
名
で
、
前
田
理

事
長
か
ら
各
々
修
了
証
を
手
渡
さ
れ
ま

し
た
。

前
田
理
事
長
の
あ
い
さ
つ
で
は
、
昭

和
三
十
六
年
に
「
長
崎
建
築
共
同
訓
練

所
」を
発
足
し
、
昭
和
四
十
八
年
に「
佐

世
保
建
築
高
等
職
業
訓
練
校
」
を
開
校
。

そ
の
後
三
十
六
年
間
の
歴
史
に
、
幕
を

閉
じ
る
こ
と
に
な
っ
た
こ
と
に
対
し
、

感
慨
深
い
思
い
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

次
に
講
師
団
を
代
表
し
て
、
佐
世
保

工
業
高
校
の
鳥
羽
先
生
か
ら
激
励
あ
い

さ
つ
、
修
了
生
を
代
表
し
て
瀬
尾
友
謙

君
が
謝
辞
を
述
べ
、
参
加
者
全
員
で
記

念
写
真
を
撮
り
終
了
し
ま
し
た
。（

渕
上
）

三
月
二
十
三
日
�
、
大
村
建
設
技
術

専
門
学
院
に
お
い
て
修
了
式
が
執
り
行

わ
れ
ま
し
た
。
今
年
度
の
卒
業
生
は
松

本
政
嗣
君
の
一
名
で
し
た
。
二
年
前
に

昼
間
は
大
工
と
し
て
働
き
夜
学
ぶ
と
い

う
慣
れ
な
い
環
境
の
中
、
二
年
間
殆
ど

欠
席
す
る
こ
と
な
く
、
大
変
優
秀
な
成

績
で
卒
業
を
迎
え
ま
し
た
。
先
生
方
か

ら
の
評
判
も
と
て
も
良
く
、
卒
業
試
験

が
終
わ
っ
て
か
ら
先
生
が
家
で
飲
み
会

を
し
て
く
れ
、
普
通
の
学
校
に
は
無
い

温
か
さ
が
あ
り
ま
し
た
。
卒
業
し
て
も
、

こ
の
学
院
で
学
ん
だ
知
識
や
技
術
を
活

か
し
て
た
く
ま
し
い
建
設
技
術
者
に
成

長
し
て
下
さ
い
。

（
立
野
）

青
年
部
旅
行

〜
熊
本
・
大
分
を
巡
る
〜

前
日
か
ら
の
吹
き
荒
れ
た
春
一
番
に

乗
っ
て
舞
い
戻
っ
て
き
た
寒
波
の
影
響

で
、
寒
さ
厳
し
い
日
と
な
っ
た
三
月
十

四
日
�
、
中
央
支
部
青
年
部
は
一
泊
二

日
の
旅
程
で
熊
本
、
大
分
方
面
へ
六
名

の
参
加
で
旅
行
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

一
日
目
は
、
昨
年
新
し
く
復
元
さ
れ

た
熊
本
城
本
丸
御
殿
の
見
学
が
メ
イ
ン

と
い
う
こ
と
で
じ
っ
く
り
時
間
を
か
け

な
が
ら
中
央
部
に
あ
る
吹
き
抜
け
や
茶

室
の
作
り
な
ど
を
勉
強
し
て
き
ま
し
た
。

ま
た
、
別
府
ま
で
の
道
中
で
は
外
気
マ

イ
ナ
ス
五
度
の
銀
世
界
に
覆
わ
れ
た
山

岳
道
を
通
り
な
が
ら
ホ
テ
ル
へ
辿
り
つ

く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

二
日
目
は
、
昨
夜
の
豪
遊
の
疲
れ
を

若
干
残
し
つ
つ
、
朝
食
で
ガ
ッ
ツ
リ
栄

養
補
給
後
、
一
路
湯
布
院
へ
。
団
体
行

動
が
時
間
の
経
過
と
と
も
に
個
人
行
動

へ
。
や
っ
と
の
思
い
で
全
員
集
合
し
、

九
重
夢
大
吊
橋
へ
出
発
。
さ
す
が
に
高

い
と
こ
ろ
は
お
手
の
物
で
強
風
に
吹
か

れ
つ
つ
も
耽
々
と
渡
り
き
っ
た
後
、
少

し
九
酔
渓
谷
で
寄
り
道
を
し
て
帰
っ
て

き
ま
し
た
。

今
回
は
少
人
数
で
の
開
催
と
な
り
ま

し
た
が
、
久
し
ぶ
り
の
旅
行
で
楽
し
く

有
意
義
な
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

（
伊
東
）

〜
み
ん
な
で
楽
し
く
、お
正
月
花
を
生
け
ま
し
た
〜

十
二
月
二
十
八
日
�
佐
世
保
北
支

部
主
婦
会
で
、
お
正
月
花
を
生
け
ま

し
た
。
主
婦
会
十
六
名
の
参
加
で
花

器
は
竹
、
松
竹
梅
と
お
花
、
み
ん
な

で
楽
し
く
お
し
ゃ
べ
り
し
な
が
ら

「
長
い
か
な
あ
、
短
い
か
な
あ
、
こ

れ
は
こ
こ
で
い
い
か
な
あ
」
と
言
い

な
が
ら
と
て
も
き
れ
い
な
お
正
月
花

が
出
来
ま
し
た
。
最
後
に
七
色
水
引

を
飾
り
仕
上
が
り
で
す
。

今
年
は
不
況
で
大
変
な
年
で
し
た

け
ど
、
来
年
こ
そ
良
い
年
で
あ
り
ま

す
様
に
と
願
い
を
込
め
て
床
の
間
・

玄
関
に
飾
ら
れ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

（
倉
富
）

福
田
分
会

〜
五
分
咲
き
の
桜
を
楽
し
む
〜

三
月
二
十
二
日
�
、
開
花
宣

言
直
後
の
小
雨
降
る
生
憎
の
天

候
の
下
、
中
央
支
部
福
田
分
会

で
は
組
合
員
、
家
族
二
十
名
の

参
加
で
福
田
天
満
宮
に
お
い
て

花
見
会
を
行
い
ま
し
た
。

例
年
よ
り
幾
分
早
い
今
年
の

花
見
で
し
た
が
、
今
年
は
暖
冬

の
影
響
で
桜
の
開
花
も
早
ま
り
、

何
と
か
五
分
咲
き
の
花
見
を
楽

し
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

近
年
、
不
況
に
よ
る
仕
事
不

足
や
後
継
者
不
足
で

組
織
数
の
減
少
が
続

い
て
お
り
、
福
田
分

会
で
も
分
会
員
数
は

最
高
時
に
比
べ
る
と

半
分
以
下
に
ま
で
減
少
し
て
い

ま
す
の
で
、
ま
た
も
う
一
花
咲

か
せ
る
た
め
に「
と
に
か
く
頑

張
ろ
う
」と
誓
い
合
い
な
が
ら

楽
し
く
酒
を
酌
み
交
わ
し
ま
し
た
。

ま
た
、
最
後
に
は
子
供
さ
ん

達
に
よ
る
太
鼓
の
披
露
（
も
の

ま
ね
）
も
飛
び
出
し
、
場
を
盛

り
上
げ
て
頂
い
た
と
こ
ろ
で
和

や
か
な
雰
囲
気
の
中
、
終
了
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。（

大
賀
）

西
彼
支
部
時
津
連

合
分
会
で
は
、
三
月

二
十
九
日
�
に
崎
野

自
然
公
園
に
て
、『
花

見
会
』
を
開
催
。

今
年
も
雨
？
と

思
っ
た
天
気
も
ど
う

に
か
も
ち
こ
た
え
、

毎
年
恒
例
の
花
見
会

と
あ
っ
て
肌
寒
い
な

か
、
大
勢
の
組
合

員
・
家
族
の
皆
さ
ん

が
集
ま
り
ま
し
た
。

早
速
、
準
備
に
取
り
掛
か
る

と
炭
を
熾
す
た
め
に
ガ
ス
バ
ー

ナ
ー
を
持
参
す
る
な
ど
準
備
の

良
さ
に
感
心
し
な
が
ら
も
、
連

合
分
会
長
の
挨
拶
で
開
始
。

満
開
の
桜
の
下
、
次
々
と
焼

き
上
が
る
お
肉
・
貝
を
頬
張
り
、

寒
さ
凌
ぎ
も
あ
っ
て
お
酒
が
進

む
な
か
、
和
気
あ
い
あ
い
と

各
々
、
交
流
を
深
め
な
が
ら
、

春
の
到
来
を
心
か
ら
楽
し
む
一

日
と
な
り
ま
し
た
。

（
城
下
）

日
見
分
会

〜
花
よ
り
団
子（
酒
）の
花
見
会
〜

満
開
の
花
見
ご
ろ
か
ら
一
週

間
遅
れ
の
四
月
五
日
�
中
央
支

部
日
見
分
会
で
は
総
勢
十
九
名

の
参
加
で
毎
年
恒
例
の
花
見
を

行
い
ま
し
た
。

今
年
は
桜
の
開
花
が
早
か
っ

た
た
め
、
葉
桜
見
物
覚
悟
で
臨

ん
だ
花
見
で
し
た
が
、
皆
さ
ん

の
日
頃
の
行
い
が
良
い
せ
い
か
、

ピ
ン
ポ
イ
ン
ト
で
散
り
ゆ
く
桜

を
眺
め
な
が
ら
開
催
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
花
よ
り
団

子
（
お
酒
）
の
皆
さ
ん
、
席
に

着
く
や
早
々
と
乾
杯
の
準
備
へ
。

委
員
長
や
県
議
の
あ
い
さ
つ
も

早
々
に
切
り
上
げ
て
い
た
だ
き

酒
宴
を
ス
タ
ー
ト
。
急
ピ
ッ
チ

空
き
缶
の
山
を
築
き
あ
げ
、
カ

ラ
オ
ケ
や
世
間
話
に
賑
や
か
な

花
を
咲
か
せ
ま
し
た
。

ま
た
、
来
年
は
分
会
創
立
三

十
五
周
年
を
迎
え

ら
れ
る
節
目
の
年

と
な
る
そ
う
で
、

参
加
者
全
員
で
今

後
益
々
の
発
展
と

来
年
の
記
念
行
事

に
向
け
て
、
分
会

員
一
致
団
結
し
て

頑
張
っ
て
行
こ
う

と
い
う
こ
と
を
、

最
後
に
確
認
し
て

終
了
し
ま
し
た
。

（
大
賀
）

佐
世
保
北
支
部

主
婦
会

西彼支部 時津連合分会

佐世保
学院

大村
学院 修了式

３６年の歴史に幕１名の卒業生に
たくましい成長を願う

手
違
い
で
記
事
掲
載
が
遅
く
な
り
ま
し
た
。

満開の桜の下、
恒例の花見会

寒さが身にしみて、皆んなでハイポーズ
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